立 役 は 一 人の 背に 負わされ ていても、 何 かの 

必要から 一 旦 舞台へ 立ったら、 仮 4p 椅子の 足に なって 

も、 心 をす つぼ かしていて はなるまい。 綜合 的な 舞台 

の 芸術 を 真個に 生かす に は、 只 一 本 無駄な 花が あ つ て 

さえ 全体の 気分に 関係す る。 濫 な 作者の 道楽 気 は 反 

省され なければ ならない と共に、 群集の 一人で も、 此 

からの 舞台で は、 仕出し 根性 を 改めなければ ならない 

ので は あるまい か。 

此時 ばかりでなく、 「恋の 信玄」 で 手負いの 侍女が、 

死に かかりながら、 主君の 最期 を 告げに 来る のに、 傍 

にいる 朋輩が、 体 を 支えて やろうと もしないで、 行儀 



斯様な 印象の 後に 来たので、 「邯 鄲」 は、 随分、 お 伽 

噺 的な 愛らし さで、 目に 写った。 巧く こなした もの だ 

と 思う。 色彩の 調和が、 気の利いた 「犬」 の 舞台装置 

とともに、 快く 目に 遺って いる。 併し、 常 磐津、 長唄、 

管絃楽と、 能が かりな 科白と オペ ラの 合唱の ような も 

コ ン ビネ I シ ョ ン 

のとの 混 合 は、 面白い 思いつきと 云う 以上、 何処 

まで 発育し 得る ものであろう。 自分に は 分らない。 と 

にかく 邯鄲 は、 材料 も 適した もので あつたと 云えよう。 

「犬」 は、 しんみりと 演じ、 落着いて 見れば、 味い の 

ある 深い 鋭い 諧謔 を 包んだ 作品で ある。 こういう もの 

は、 すっかり、 ステ パン、 イワンに なり 5^ つて、 自分 



達が 傍から 見て 可笑しい 何 を 云 つ ている の も 気づ かず 

段々 熱中して 行く ところに、 自然な 人間的な 微笑が 現 

れる箬 なの だ。 日本の 所謂 喜劇と いう 概念に 励まされ 

て、 賑やかに 騒いだ ので は 仕方がない。 「可笑しみ たつ 

くすぐ 

ぷリ」 という 櫟り は、 斯様な 世界に は 禁物と 思う。 I 

要するに、 今月の 女優 劇 は 決して 成功の 部類に 属す 

べき もので はない と 云っても 過言で は 無かろう。 

見物の 心に 迫って 来る 俳優の 技術 は、 只 外部から 磨 

を かけられた 腕の冴え ばかりで はない。 昔の ように 

「型」 できめ て 行く だけで はなく、 真個に 我々 の 中の 生 



定められ、 喧しく がみがみ 云わない 代りに 多く も 期待 

しないと いう 状態に あるの を、 自分 は飽 足らな く 思う。 

そうさせて 置く 方 もして 置く 方 も、 淋しい。 どうぞ、 

もう 一 息のと ころぐ つと 深くな つ て、 真個に 私共の 要 

求す る 素人の 真剣、 純 さと、 玄人の 鋭 さ を 具備した 大 

きい ものに なって 欲しい。 どうせ 一旦 女優に なった か 

きょほうへ ん 

らに は、 一生 取る にも 足りない 毀誉 褒 K の 的と なって 

のみ 過る の は、 余り 甲斐ない ことではないだろう か、 

過去 十 年の 時日 は、 何 か、 更にもう 一 歩 を 期待させる。 

二 九 ニー 年 十月〕 



底本 ： 「宮本 百合 子 全集 第 十七 巻」 新 日本 出版社 

1981 (昭和が) 年 3 月^日 初版 発行 

1986 (昭和 S) 年 3 月^日 第 4 刷 発行 

底本の 親 本 ： 「宫本 百合 子 全集 第 十五 巻」 河 出 書房 

1953 (昭和？ S) 年 ー 月 発行 

初出 ： 「新 演芸」 

1921 (大正^) 年^ 月 号 

入力 ： 柴田卓 治 

校正 ： 磐余彦 

2 003 年 9 月^日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 



この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozorpgl\jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 

す。 



